
 

国際理解コースについて 

＊コースの特色 

 ２年次からのコース。国際的に活躍できる人間を目指し、知識、英語力を身につけ、日本人外国人を問わず人と関わる機会を多く持つ。特色あるコース設定科目

（比較言語文化、世界の思想と文化、国際英語）で文系科目を深く学習し、コース行事により、研究・発表・交流する。 

 

＊２年次の流れ(2018年度例)                                       ３年次  

4月 5 月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ４月～６月 

 名大訪

問
1
 

 

講演会 一宮国

際交流

協会2 

  台湾 講演会    オースト

ラリア 

研究発表会 

英語でディスカッ

ションに備える 

修学旅行準備開始 

一宮のイベント準備 

県スピーチコンテスト3 

台湾修学旅行に向

けて、教科横断的

に学習する 

グループ研究を進める 

オーストラリア研修（希望者・15名程度）4 

 

研究のまとめ、発表 

 

提携校とオンラインで交流する（１、５ヶ月～２ヶ月に１回程度テーマを設定する）（国際英語）  

 

＊よくある質問 

・特別な費用はかかるか 

 修学旅行が海外のため、普通コースと違い、２年の４月以降も積み立てがあります。普通コースとの差額は６万円程度となる予定です。その他、年に２，３回、

学校外へ出かける機会がありますので、その分の交通費、食費などはかかります。 

・大学入試への対応はどうか 

 国際理解コースとしての行事は３年の６月始めに終了し、その後は普通コースと同様に大学受験のための勉強をします。 

・目指すべき学部学科は絞られるか 

 進路については、文系普通コースと同様です。法学、経済などの社会系、外語、国際関係など国際系などにつながりがある学習内容となってはいますが、学部学

科を選ぶ際の制約はありません。 

                                                   
1 GSID（国際協力研究科）留学生とのディスカッション 
2 発表、市民向け講座など企画 
3 コース外からも募集。校内予選（7月）→地区予選（9月） 
4 コース外からも募集。オーストラリア カーワンステイトハイスクール（クイーンズランド州）で８日間程度。 


